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上下水道事業に関する質問事項及び回答 

№ 質問事項 回答 関係課 

１ ・使用料算定期間は３年ごとに見直されていますが、行政

指導、個別指導を積極的に行い、早期に下水道が実現する

様、努力する必要があるのではないでしょうか。 

（水洗化の促進について回答いたします。） 

下水道への接続は、下水道法第１１条の３により３年以内に実施

しなければならないと規定されております。 

そのため、下水道整備のための地元説明会の際に、水洗化までの

流れを紹介する「水洗化のしおり」を配布し水洗化をお願いしてい

ます。また、下水道の供用に合わせて局職員による訪問よびかけを

実施して、早期接続をお願いし、その後 1 年経過、2 年経過毎に文

書通知を発送し、重ねて早期接続を依頼しております。 

法定期限の３年を経過してもなお未接続のお宅に関しては、戸別

訪問をして水洗化の支援策を紹介するなどしております。 

さらに、早期接続を促すため、平成２３年度から融資あっせん制

度の充実を図る予定です。 

 

業務課 

２ ・少子高齢化や人口の減少、コスト削減により水道料金の

収入が激減していると思います。そこで毎年見直す必要が

あると考えています。そうすることによって３年～５年後

が見えて来るのではないでしょうか。 

 水道料金の算定期間については、水道法施行規則第１２条に「お

おむね３年を通じ財政の均衡を保つことができるよう設定された

ものであること」と規定されております。 

これは、水道料金が使用者の日常生活や企業活動に密着している

ため、できるだけ長期にわたり安定的に維持する必要があるという

ことから定められております。 

このため、料金の算定に当たっては、長野市水道ビジョンに基づ

いて、５年先までの財政推計を行った上で３年間の料金を算定し健

全経営に努めています。 

  

総務課 

３ ・地球規模で水資源が逼迫していること､水源の維持に経 料金改定が行われた場合には、使用者に対し、改定内容について 経営管理課 
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費がかかること､などについて積極的に啓発（上下水道料

金納入通知書や水道使用量のお知らせ(検針)票など）を行
い、料金改定に係る市民の理解と協力を得る試みを行う必

要があるとのではないかと思われるが、できないことなの

だろうか。 

ご理解いただけるよう市広報紙等へ掲載するとともに、「改定のお

知らせ」を各家庭に配布するなど周知を図っています。 

ご提案の料金納入通知書や検針票については、スペースの関係か

ら料金改定の内容についてご理解いただけるだけの情報を掲載す

ることは難しいと考えております。 

今後も料金改定に限らず、上下水道事業について市民の皆様にご

理解いただけるよう様々な広報媒体の利用を検討するとともに、施

設見学の実施や局独自のホームページの開設など効果的な周知方

法を検討していきたいと考えています。 

 

総務課 

・（同時に）経費節減による消去法に依らず、通知書やお

知らせ表に企業の CM 掲載を行い掲載料収入を得て、あ

るいは水道水ペットボトル「戸隠の水」の販売（輸出／１

リットル当たり石油ガソリン価格とペットボトル水価格

はほぼ同じ）など、事業外収入による事業経費充当を図る

といった道筋を描くことはできないのであろうか。 

４ 

 

 

長野市から送付する封筒への企業広告の掲載については、「長野

市広告掲載取扱要綱」により長野市全体として実施し、経費節減に

努めているところですが、上下水道局から送付する局独自の封書に

ついては、発送数が少なく、印刷経費や余った封筒が無駄になるこ

となどを考慮するとコスト高になり、局独自の封書への広告掲載は

難しいと考えています。 

また、水道水のペットボトル「戸隠の水」については、過去に製

造・販売した経緯はありますが、主として広報を目的に製造したも

のであり、事業外収入として採算ベースに乗せるためには、単独の

製造ラインや安定した販売ルートの確保、輸送コストの低減など課

題が多く難しいと考えています。 

事業外収入については、今後、他事業体を参考にしつつ、局独自

ホームページへの広告掲載など様々な方法を検討していきたいと

考えています。 

総務課 

業務課 

浄水課 

 

【参考】 

①市民税の場合 

年１回 80,000 通で広告料 40,000 円 

②上下水道局封書発送件数（H21 実績） 

  負担金担当 約 18,000 通 

   水洗促進担当 約 2,200 通 


